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14

前
項
に
規
定
す
る
特
別
特
定
取
得
と
は
、
個
人
の
住
宅
の
取
得
等
に
係
る
対
価
の
額
又
は
費
用
の
額
に
含
ま
れ

る
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
が
、
当
該
住
宅
の
取
得
等
に
係
る
課
税
資
産
の
譲
渡

等
に
つ
き
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
消
費
税
法
第
二
十

九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
り
課
さ
れ
る
べ
き
消
費
税
額
及
び
当
該
消
費
税
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
べ

き
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
住
宅
の
取
得
等
を
い
う
。

15

第
十
三
項
の
控
除
限
度
額
は
、
当
該
住
宅
の
取
得
等
で
特
別
特
定
取
得
（
前
項
に
規
定
す
る
特
別
特
定
取
得
を

い
う
。
次
項
及
び
第
十
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
も
の
に
係
る
対
価
の
額
又
は
費
用
の
額
か
ら
当
該
住

宅
の
取
得
等
に
係
る
対
価
の
額
又
は
費
用
の
額
に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
に
相
当
す

る
額
を
控
除
し
た
残
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
（
当
該
金
額
が
四
千
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、四
千
万
円
）

に
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
三
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

16

個
人
が
、
認
定
住
宅
の
新
築
等
で
特
別
特
定
取
得
に
該
当
す
る
も
の
を
し
、
か
つ
、
当
該
認
定
住
宅
の
新
築
等

を
し
た
家
屋
を
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
第
一
項
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
（
居
住
年
か
ら
九
年
目
に
該
当
す
る
年
に
お
い
て
当
該
認
定

住
宅
の
新
築
等
に
係
る
第
十
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
つ
き
、同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
条
、

次
条
又
は
第
四
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。）

に
お
い
て
、
居
住
年
か
ら
十
年
目
に
該
当
す
る
年
以
後
居
住
年
か
ら
十
二
年
目
に
該
当
す
る
年
ま
で
の
各
年
（
当

該
居
住
の
用
に
供
し
た
日
以
後
そ
の
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
引
き
続
き
そ
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
る
年
に

限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
認
定
住
宅
特
別
特
定
適
用
年
」
と
い
う
。）に
お
い
て
当
該
認

定
住
宅
の
新
築
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
認
定
特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
」と
い
う
。）

の
金
額
を
有
す
る
と
き
は
、
第
十
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認
定
住
宅
特
別
特
定
適
用
年
を
第
一
項
に

規
定
す
る
適
用
年
と
し
、
そ
の
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
け
る
認
定
特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
の
合
計
額

（
当
該
合
計
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
千
万
円
）に
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額（
当

該
金
額
が
認
定
住
宅
控
除
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
は
認
定
住
宅
控
除
限
度
額
と
し
、
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。）を
当
該
認
定
住
宅
特
別
特
定
適
用
年
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額
と
し
て
、
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
四
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
十
年
間
（
同
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て「
居
住
日
」

と
い
う
。）の
属
す
る
年
が
平
成
十
一
年
若
し
く
は
平
成
十
二
年
で
あ
る
場
合
又
は
居
住
日
が
平
成
十
三
年
一
月
一

日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
（
同
項
及
び
次
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
平
成
十
三
年
前
期
」
と
い

う
。）内
の
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
十
五
年
間
）
の
各
年
（
当
該
居
住
日
」
と
あ
る
の
は
「
十
三
年
間
の
各
年
（
同

日
」
と
、
第
二
十
項
中
「
第
一
項
に
規
定
す
る
十
年
間
」
と
あ
る
の
は
「
十
三
年
間
」
と
、
第
二
十
一
項
中
「
第

一
項
に
規
定
す
る
十
年
間
」
と
あ
る
の
は
「
十
三
年
間
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
」
と
、
第
二
十
二

項
中
「
第
一
項
に
規
定
す
る
十
年
間
」
と
あ
り
、
並
び
に
第
二
十
三
項
、
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十
九
項
中
「
十

年
間
（
同
項
に
規
定
す
る
十
年
間
を
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
十
三
年
間
」
と
す
る
。

17

前
項
の
認
定
住
宅
控
除
限
度
額
は
、
当
該
認
定
住
宅
の
新
築
等
で
特
別
特
定
取
得
に
該
当
す
る
も
の
に
係
る
対

価
の
額
か
ら
当
該
認
定
住
宅
の
新
築
等
に
係
る
対
価
の
額
に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額

に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
残
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
（
当
該
金
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

五
千
万
円
）
に
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
三
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
又
は
認
定
住
宅
特
例
適
用
年
」
を
「
、
認
定
住
宅
特
例
適
用
年
、
特
別
特
定
適
用

年
又
は
認
定
住
宅
特
別
特
定
適
用
年
」
に
、「
及
び
第
十
項
」
を
「
、
第
十
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十
六
項
」に
改
め
、

「（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。）」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二

号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

前
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
又
は
次
条
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
当
該
特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額

に
つ
き
同
項
前
段
の
規
定
に
準
じ
て
計
算
し
た
金
額

四

前
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
認
定
特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
又
は
次
条

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
当
該
認
定
特
別
特
定
住
宅
借
入
金

等
の
金
額
に
つ
き
同
項
前
段
の
規
定
に
準
じ
て
計
算
し
た
金
額

第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
三
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額

二
十
六
万
六
千
六
百
円

四

認
定
特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額

三
十
三
万
三
千
三
百
円

第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
第
三
号
中
「
平
成
三
十
三
年
ま
で
の
各
年
」
を
「
平
成
三
十
年
ま
で
の
各
年
又
は
平
成

三
十
三
年
」
に
改
め
、「
こ
の
号
」
の
下
に
「
及
び
次
号
イ
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

当
該
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成
三
十
一
年
又
は
平
成
三
十
二
年
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
す
る
と
き

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
住
宅
の
取
得
等

イ

当
該
二
以
上
の
住
宅
の
取
得
等
の
う
ち
に
、
特
定
取
得
に
該
当
す
る
も
の
と
特
定
取
得
に
該
当
す
る
も
の

以
外
の
も
の
と
が
あ
る
場
合

特
定
取
得
に
該
当
す
る
住
宅
の
取
得
等
と
特
定
取
得
に
該
当
す
る
も
の
以
外

の
住
宅
の
取
得
等
と
に
区
分
を
し
た
住
宅
の
取
得
等
（
当
該
区
分
を
し
た
住
宅
の
取
得
等
の
う
ち
に
認
定
住

宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
も
の
と
他
の
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
も
の
と
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
区

分
を
し
た
住
宅
の
取
得
等
を
認
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
と
他
の
住
宅
借
入
金
等
の

金
額
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
と
に
区
分
を
し
た
住
宅
の
取
得
等
）

ロ

当
該
二
以
上
の
住
宅
の
取
得
等
の
う
ち
に
、
特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
も
の
と
認
定
特
別

特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
も
の
と
が
あ
る
場
合

特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
住
宅

の
取
得
等
と
認
定
特
別
特
定
住
宅
借
入
金
等
の
金
額
に
係
る
住
宅
の
取
得
等
と
に
区
分
を
し
た
住
宅
の
取
得

等

第
四
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
、
十
三
年
内
」
を
「
十
三
年
内
と
し
、
同
条
第
十
三
項
又
は
第
十
六
項
の
規

定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
一
年
内
と
す
る
。」に
、「
、
十
四
年
内
」
を「
十
四
年
内
と
し
、

同
条
第
十
三
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
二
年
内
と
す
る
。」に
改

め
、
同
条
第
五
項
中
「
、
十
三
年
内
」
を
「
十
三
年
内
と
し
、
同
条
第
十
三
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
一
年
内
と
す
る
。」に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
第
四
十
一
条
第
十
六
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
三
の
二
第
十
三
項
中
「
こ
の
項
か
ら
」
を
削
り
、
同
条
第
十
六
項
第
二
号
ハ
中
「
第
四
十
一
条
の

二
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
項
中
「
同
条
第
十
五
項
」
を

「
同
条
第
二
十
項
」
に
、「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
二
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
十
八
項
、
第
二
十
一
項
及
び
第

二
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
三
項
、
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十
九
項
」
に
、「
、
十
三
年
内
」
を「
十
三
年
内
と
し
、

同
条
第
十
三
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
一
年
内
と
す
る
。」に
、

「
、
十
四
年
内
」
を
「
十
四
年
内
と
し
、
同
条
第
十
三
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
は
十
二
年
内
と
す
る
。」に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
八
の
見
出
し
中
「
給
付
金
」
を
「
給
付
金
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
市
町
村
又
は
」
を
「
都
道
府

県
、
市
町
村
又
は
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
等
の
観
点
か
ら
給
付
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

三
十
八
号
）
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
者
に
対
し
て
給
付
さ

れ
る
財
務
省
令
で
定
め
る
給
付
金

第
四
十
一
条
の
八
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

次
に
掲
げ
る
者
が
、
都
道
府
県
又
は
都
道
府
県
が
適
当
と
認
め
る
者
が
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
行
う
金

銭
の
貸
付
け
で
あ
つ
て
そ
の
者
の
児
童
福
祉
法
第
六
条
に
規
定
す
る
保
護
者
か
ら
の
経
済
的
支
援
が
見
込
ま
れ
な

い
こ
と
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
そ
の
者
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
者
が
進
学
し
た
後

若
し
く
は
就
職
し
た
後
の
生
活
費
若
し
く
は
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
賃
貸
住
宅
の
家
賃
又
は
就
職
に
資
す
る
免
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